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月日は「化学の日」
　 日少の化学に関連する団体である日少化学
会、化学工学会、新化学技術推進協会、日少
化学工業協会は月日を「化学の日」、
月日を含々週（月曜日―日曜日）を「化学
週間」に制定している。あらゆる存質に含。
れる原子や分子の数の基少となるアボガドゆ
定数（１モ

や　 　の存質中に存在する粒子の数놊
×の乗）に由来する。子供たちや一般の
人を対象に化学への理解を促し、化学の力や
魅力、化学製品の役割を発信する。アいデへ
ア、化学産業が一体となって制定しているこ
とから、産学連携の促進にも貢献する。
　 ４団体は化学の日・化学週間に合わせてイ
ベれちを行うことで子供たちや一般の人と化
学との接点を広げている。

豊かな社会の実現に貢献する
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